


　

　
１．補助金管理セミナー開催ご案内

　　2025年１月25日　13：00～16：10

　　ホルトホール大分　３階大会議室

　　地区補助金の受給資格のためには出席義務があります。
２．三村ガバナーより公式訪問のお礼状が届きました。

　

　
●日本航空株式会社　大分支店

　支　店　長　小田　和彦

　職 業 分 類　航空輸送

　所属委員会　米山記念奨学会・ファンド運営委員会　委員

　入　会　日　令和６年11月26日

　推 薦 会 員　福田　健二
＊入会のご挨拶をいただきました

　

　
・福井ＲＣ訪問　　　　　　　　　　　　　　佐藤幹事
　11/20－21 友好クラブの福井ＲＣを訪問いたしました。

　参加メンバー

　　山本会長 夫妻、栗山副幹事、髙山パスト会長 夫妻、

　　橋本均パスト会長、福田パスト会長 夫妻、

　　橋本仁パスト会長、馬場直前会長、今川会員、

　　森若会員、廣原会員、佐藤信彦

　会員11名　夫人３名　14人での久しぶりの大人数での

訪問でした。

　ソニック→のぞみ→サンダーバード→北陸新幹線乗り

継いだ６時間の旅です。

　ようやく福井駅に着き、改札前にて福井ＲＣのメン

バーから大歓迎は受けていましたが、２名いない……。

うっかりなのか、はたまた狙っていたのか、芦原温泉ま

で２人の珍道中の様子。無事に恐竜博物館で合流し、全

員で福井の恐竜の歴史を堪能しました。

　懇親会では、山本会長のあいさつに続き、橋本均パス

ト会長の両クラブの交流の歴史を交えた挨拶が終わり、

せいこ蟹から、一杯まるごとの越前ガニ、さしみ、しゃ

ぶしゃぶ、焼きかに、カニ飯と、人生で初めてこんなに

たくさんの量を食べ大満足でした。

　２日目の例会では、100名近くの福井ＲＣの皆さまに

大歓迎していただき、とても有意義で福井ＲＣとの友好

が深まった訪問でした。

　参加の皆様ありがとうございました。またとても快適

で楽しい旅を手配いただいたＪＴＢの廣原会員ありがと

うございました。

・大分市内９ＲＣ親睦ゴルフ大会結果報告　　山本会長
　11月23日、曇天で時々小雨も降るトライアルゴルフ＆

リゾート大分コースにて、大分市内９ロータリークラブ

より101名の出席で行われました。

　団体戦は、優勝は臨海ＲＣ、２位はキャピタルＲＣ、

大分ＲＣは３位で、賞金２万円を頂きました。１万円は

ニコボックスに寄贈しました。

　個人戦は、10位　大重誠也会員、23位（当日賞）十河

健二会員、45位（ゾロ目賞）大久保勝也会員、ニアピン

髙山龍五郎会員２本、大久保勝也会員１本、会長賞　大

重会員という戦績でした。

　皆さんお疲れさまでした。

　来年は団体優勝目指して頑張りましょう。

・ロータリー交流の広場について　　　　　　荻原会員
　当会からの候補は、パティシエ（ホテル日航大分／澤

田会員）を第一候補とし、

　①予算４万円で収められるかの検証

　②バッテイングしないことの最終確認

　③全体構成上の最終判断の段取りで進めたいと思いま

す。

＜その他＞

・予算については、当初計画どおり90万円内で実施。テ

ント費用関係の削減などにより４万円程度が各ブース

に割り当てられることになりました。

・ブースの設置については、祝祭の広場の屋根下スペー

スを利用し、テーブルや椅子は芳﨑副委員長の協力

（テーブル50・丸いす120）や既存の木製ベンチを活

用することで費用削減を図ることが提案されました。

・参加者（小学生）の募集については、チラシを5,000

部作成し、近隣の小学校やロータリークラブ、メディ

ア等へ配布することが示されました。

・当日のタイムスケジュールは10時40分から11時40分と

12時40分から13時40分の２回に分けて職業体験を行う

ことが決定しました。

・祝祭の広場の空きスペースについては、様々なクルマ

（消防車、警察車両、働く車）を展示する方向で次回

検討しようとなりました。

・当日用意する「だんご汁」等の調理に加え、飲食系の

職業を当会以外も出す可能性があるため、九電大分営

業所ＩＨクッキングスタジオを直接または間接的に利

用出来ないか打診があり、中村支店長にご調整頂いて

おります。

　

　

　谷奈生絵会員に山本会長から誕生日記念品が贈呈され、

ご本人からコメントをいただきました。

　

　

　今年度の図書寄贈先である大分県立盲学校の大本良子

校長へ山本会長から目録贈呈が行われました。

（大分ＲＣは毎年交互に大分県立盲学校と大分県立聾学

校に図書10万円分を寄贈しています。社会奉仕活動の

一環として、昭和37－38年荷揚町小学校への寄贈に始

まり、今回で63回目になります。）

　

　
「わかる・つたえる・つなげる」

　　　　　　大分県立盲学校　校長　　大本　良子　氏
沿革

　・明治41年６月４日（1908）

　　　『大分県私立盲唖学校』として開校

　　　〔志垣氏・佐藤氏・小野田氏・森氏〕

　・大正８年４月１日（1920）

　　　現在地に校舎・寄宿舎新築移転

　・大正10年４月１日（1922）

　　　大分県に移管され『大分県立盲唖学校』と改称

　・昭和23年４月（1948）

　　　義務教育実施により『大分県立盲学校』となる

　・平成29年度～

　　　森　氏（第２代校長）遺贈を活用した備品整備

　・令和６年（2024）　創立116年

　
　視覚障がい幼児　児童生徒のための県内唯一の学校

本校の使命

　視覚に障がいのある幼児児童生徒のために専門的な教

育を実践する

　視覚障がい教育のセンター的役割を果たす（地域の

幼・小・中・高等）

　視覚障がいに関する支援センター的役割を果たす（乳

幼児・保護者・卒業生・地域住民等）
本校の現状

　幼児児童生徒数　18名（幼稚部１名、小学部５名、高

等部６名、専攻科６名）

　教職員数　59名（臨時・非常勤含む）

　幼児児童生徒数は年々減少している。また、近年は重

複障がいの割合が高くなり、今年度（令和６年）では

44％にのぼっている。
センター的機能について（あいサポおおいた）
　・来校相談：

　　随時相談（視力検査、生活について、補助具の選定

など）

　　継続相談（スマホ、タブレット、ルーペ、単眼鏡等

視覚補助具の使い方の練習など）

　・巡回相談、目と見え方の教育相談会
外部機関等との連携について

　大学等との連携「彫刻をさわる時間」

　　2021年から実施。県内外の大学や博物館から講師を

お招きし、屋外彫刻鑑賞と制作ワークショップを行っ

ている。美術作品は「目で見るもの」という固定観念

から解き放たれ、さわることによって素材感や細部の

表現まで鑑賞できた。

　社会資源等との連携「ふれあい水族館」

　　2022年から連携を開始。「うみたまご」が大分県立

盲学校と年間を通じて体験学習を実施し、視覚障がい

者向けのふれあい体験プログラムの開発に取り組んで

いる。

　大分市との連携「芸術家との共同制作」

　　大分市企画部文化振興課が運営する大分市アーティ

ストバンク「ＰＯＡＲＴ」に登録することで、活動や

発表の場を広げたい、活動を発信したいアーティスト

とつながることができる。

　《北村直登氏（画家）×大分県立盲学校》

　地元高校との交流・共同学習

　　芸術系高校との「ふれあい音楽会」、総合学科高校

との「総合的な探究の時間」、普通科高校演劇部・吹

奏楽部公演会への招待など。共生社会をともに創り、

ともに生きるという視点での相互理解の深まりと拡がり。

　企業・メディアとの連携「ワーキング・フェア」

　　　企業にもっと盲学校のことを知ってほしい

　　　　　　　　　　　　 ×

　　　人材を確保したい、障がい者雇用を促進したい

　高校生の就職を支援する企業＆広告代理店と連携して

ＰＲ活動を行う。

　進路支援主任：興味をもってほしい企業等提示

　支援企業：盲学校の生徒に興味を持ちそうな企業の提示

 ワーキングフェアに企業を招待し盲学校の生徒や視覚

障がいについて説明。

 授業や施術見学、視覚障がいによる見え方や配慮の説明。

→企業が盲学校見学している様子を広告代理店がＣＭ等

で紹介

＜盲学校＞自分たちの能力を参加企業以外にも広くア

ピール

＜参加企業＞障がい者雇用のアイディア創出＋障がい者

雇用に前向きな企業としての世間からの認知

 大分県立盲学校の卒業生は少なく、企業側のメリット

は小さいように見える。しかし、世の中の視覚障がい者

の雇用増加につながる可能性があれば、企業側の人材確

保にもつながり、ＷＩＮ－ＷＩＮの関係になれる。

　九州旅客鉄道株式会社　大分支社（予定）

　　スマートサポートステーション体験会。カメラを通

じた見守り、インターホンを通じての案内などサービ

スやバリアフリー設備を知る機会。

　①生徒が体験会を通じて公共交通機関の利用に向けた

学習に役立てる

　②家庭と学校が連携し公共交通機関の利用に向けた学

習に役立てる

　今までのセンター的役割は見え方、見えづらさについ

ての相談や啓発活動中心でしたが、これからのセンター

的役割は、見える人に対して、見えづらい・見えない人

について理解を深め、共生社会を進める役割を全職員で

取り組んでまいります。

　

　
●山本　舜治会員（２口）
　先日の福井ＲＣ訪問では皆さんのご協力で楽しく愉快

な旅を終えることが出来ました。特にＪＴＢの廣原さん

や佐藤幹事の細かい配慮に感謝いたします。福井ＲＣの

皆さんのおもてなしにもお礼を云わねばなりません。次

回大分に来訪される時には充分にお返しを考えておきま

しょう。おいしいカニ料理を思い出しながらニコボック

スをいたします。

　それとこの前の日曜日に行われましたバンブーボーイ

ズのライブにたくさんの会員皆さんにご来場いただきほ

んとうにありがとうございました。

　併せてニコボックスを２口させていただきます。
●橋本　均会員／馬場　ヒロ子会員（各１口）
　私達、橋本均と馬場ヒロ子は、この前の福井ロータ

リークラブへ訪問時、２人で団体を抜け出して芦原温泉

に行ってしまいました。

　この２人の身勝手な行動で、ご同行の皆様には大変ご

心配をかけた事をお詫びし、それぞれ一口づつニコボッ

クスさせていただきます。

　皆様方、ドキッ！！とされたと思いますが、実情は、

単に２人とも福井駅で新幹線を降り忘れて、慌てて次の

芦原温泉駅から、目的地の恐竜博物館までタクシーで直

行して、やっとグループに合流できたというだけの話で

ございます。いずれにしてもご迷惑をおかけして申し訳

ありませんでした。チャンチャン。
●佐藤　信彦会員（１口）
　11/20－21福井ＲＣ友好訪問では14名の訪問団で行く

ことができました。ご参加ありがとうございました。
●岩尾会員、中野会員、山本会員、佐藤会員、髙山会員、

　三又会員、大久保会員、十河会員、大重会員

　　　　（大分市内９ＲＣ合同ゴルフ参加者　計５口）

　11/23大分市内９ＲＣ合同ゴルフ大会にて３位の好成

績で終えました。

　途中雨に降られたり、寒かったりとした天気でしたが、

無事にケガなくおわりました。

　来年の優勝に向けて連名で。

●大重　誠也会員（２口）

　先ほど委員会報告致しました「市内９ＲＣ合同親睦ゴ

ルフ大会」において、上手な方が沢山おられる中で、沢

山のハンデを頂きラッキーにも「会長賞」並びに「10

位」を頂きました。ご一緒にラウンドさせて頂いた「十

河会員」のおかげかと思いますし、高スコアでラウンド

された方々には申し訳無く感じております。

　感謝の気持ちを込めて「２口」させて頂きます。
●福田　健二会員（２口）
　先週末、私が事務局長を務めます大分日米協会の事業

である「アメリカンフェスティバル」が大分駅前におい

て盛会裏に無事終了しました。なにかとご配慮いただい

た松本会員はもとより、多くの会員の方にも足を止めて

いただき感謝しています。ありがとうございました。

■令和７年１月25日　補助金管理セミナー

　13：00～16：10　ホルトホール大分　３階大会議室
■令和７年３月30日　ロータリー交流の広場

　場所　祝祭の広場

12月10日　クリスマス家族例会

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー21階 

　　　　　　エトワール

　　　　　　18：30点鐘～例会行事～クリスマス会

12月17日　安德会員卓話

12月24日　ゲスト卓話　内川　一寛　氏

　　　　　　（元高校野球監督）

12月31日　定款第７条第１節に基づく休会

2025年（令和７年）

１月９日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/７の繰下げ）

１月14日　定款第７条第１節に基づく休会

１月21日　ファンド奨学生卓話

１月28日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み

　　　　　　　発表

２月４日　職場例会

２月11日　定款第７条第１節に基づく休会

２月18日　上田会員卓話

２月25日　定款第７条第１節に基づく休会

３月４日　通常例会

３月11日　夜間例会　18：30点鐘

３月18日　定款第７条第１節に基づく休会

３月25日　通常例会

例　会　予　定

お　知　ら　せ

卓　　　　　話

会員誕生日お祝い

ロータリー文庫目録贈呈

新会員入会式

委員会報告

ニコボックス 小野副Ｓ.Ａ.Ａ.

幹　事　報　告 佐藤幹事

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊12月17日号

中　野　通　孝12月24日号

中　村　直　樹１月９日号

荻　原　　　哲12月10日号

週報編集担当者

大 分 東 12/12(木) ト キ ハ 会 館

大 分 南 12/13(金)

大分城西

12/18(水)

ト キ ハ 会 館

大分1985 ト キ ハ 会 館

大分キャピタル

別 府 東 12/５(木)

レンブラントホテル
★１８：００～１８：４０

ホテル日航大分オアシスタワー

ホテルサンバリーアネックス

別 府 北 12/11(水) ホテル別府パストラル

大 分 東 12/19(木)

12/23(月)

ト キ ハ 会 館

別　　府 12/20(金) 両 築 別 邸

氏　　　　　名

職　業　分　類

所 属 委 員 会

勤　　務　　先

役　　職　　名

所　　在　　地

勤 務 先 電 話

勤務先ＦＡＸ

創(開)業年月日

趣　　　　　味

推　薦　会　員

山　下　真　弘（1973年生まれ）

建築業

ロータリー財団委員会　委員

清水建設株式会社　九州支店

大分営業所長

大分市都町１－１－21

大分フコク生命ビル３階

097－534－6320

097－534－7565

1804年11月1日

スポーツをすること、見ること

尾野　文俊会員

やま した まさ ひろ

新 会 員 紹 介
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　懇親会では、山本会長のあいさつに続き、橋本均パス

ト会長の両クラブの交流の歴史を交えた挨拶が終わり、

せいこ蟹から、一杯まるごとの越前ガニ、さしみ、しゃ

ぶしゃぶ、焼きかに、カニ飯と、人生で初めてこんなに

たくさんの量を食べ大満足でした。

　２日目の例会では、100名近くの福井ＲＣの皆さまに

大歓迎していただき、とても有意義で福井ＲＣとの友好

が深まった訪問でした。

　参加の皆様ありがとうございました。またとても快適

で楽しい旅を手配いただいたＪＴＢの廣原会員ありがと

うございました。

・大分市内９ＲＣ親睦ゴルフ大会結果報告　　山本会長
　11月23日、曇天で時々小雨も降るトライアルゴルフ＆

リゾート大分コースにて、大分市内９ロータリークラブ

より101名の出席で行われました。

　団体戦は、優勝は臨海ＲＣ、２位はキャピタルＲＣ、

大分ＲＣは３位で、賞金２万円を頂きました。１万円は

ニコボックスに寄贈しました。

　個人戦は、10位　大重誠也会員、23位（当日賞）十河

健二会員、45位（ゾロ目賞）大久保勝也会員、ニアピン

髙山龍五郎会員２本、大久保勝也会員１本、会長賞　大

重会員という戦績でした。

　皆さんお疲れさまでした。

　来年は団体優勝目指して頑張りましょう。

・ロータリー交流の広場について　　　　　　荻原会員
　当会からの候補は、パティシエ（ホテル日航大分／澤

田会員）を第一候補とし、

　①予算４万円で収められるかの検証

　②バッテイングしないことの最終確認

　③全体構成上の最終判断の段取りで進めたいと思いま

す。

＜その他＞

・予算については、当初計画どおり90万円内で実施。テ

ント費用関係の削減などにより４万円程度が各ブース

に割り当てられることになりました。

・ブースの設置については、祝祭の広場の屋根下スペー

スを利用し、テーブルや椅子は芳﨑副委員長の協力

（テーブル50・丸いす120）や既存の木製ベンチを活

用することで費用削減を図ることが提案されました。

・参加者（小学生）の募集については、チラシを5,000

部作成し、近隣の小学校やロータリークラブ、メディ

ア等へ配布することが示されました。

・当日のタイムスケジュールは10時40分から11時40分と

12時40分から13時40分の２回に分けて職業体験を行う

ことが決定しました。

・祝祭の広場の空きスペースについては、様々なクルマ

（消防車、警察車両、働く車）を展示する方向で次回

検討しようとなりました。

・当日用意する「だんご汁」等の調理に加え、飲食系の

職業を当会以外も出す可能性があるため、九電大分営

業所ＩＨクッキングスタジオを直接または間接的に利

用出来ないか打診があり、中村支店長にご調整頂いて

おります。

　

　

　谷奈生絵会員に山本会長から誕生日記念品が贈呈され、

ご本人からコメントをいただきました。

　

　

　今年度の図書寄贈先である大分県立盲学校の大本良子

校長へ山本会長から目録贈呈が行われました。

（大分ＲＣは毎年交互に大分県立盲学校と大分県立聾学

校に図書10万円分を寄贈しています。社会奉仕活動の

一環として、昭和37－38年荷揚町小学校への寄贈に始

まり、今回で63回目になります。）

　

　
「わかる・つたえる・つなげる」

　　　　　　大分県立盲学校　校長　　大本　良子　氏
沿革

　・明治41年６月４日（1908）

　　　『大分県私立盲唖学校』として開校

　　　〔志垣氏・佐藤氏・小野田氏・森氏〕

　・大正８年４月１日（1920）

　　　現在地に校舎・寄宿舎新築移転

　・大正10年４月１日（1922）

　　　大分県に移管され『大分県立盲唖学校』と改称

　・昭和23年４月（1948）

　　　義務教育実施により『大分県立盲学校』となる

　・平成29年度～

　　　森　氏（第２代校長）遺贈を活用した備品整備

　・令和６年（2024）　創立116年

　
　視覚障がい幼児　児童生徒のための県内唯一の学校

本校の使命

　視覚に障がいのある幼児児童生徒のために専門的な教

育を実践する

　視覚障がい教育のセンター的役割を果たす（地域の

幼・小・中・高等）

　視覚障がいに関する支援センター的役割を果たす（乳

幼児・保護者・卒業生・地域住民等）
本校の現状

　幼児児童生徒数　18名（幼稚部１名、小学部５名、高

等部６名、専攻科６名）

　教職員数　59名（臨時・非常勤含む）

　幼児児童生徒数は年々減少している。また、近年は重

複障がいの割合が高くなり、今年度（令和６年）では

44％にのぼっている。
センター的機能について（あいサポおおいた）
　・来校相談：

　　随時相談（視力検査、生活について、補助具の選定

など）

　　継続相談（スマホ、タブレット、ルーペ、単眼鏡等

視覚補助具の使い方の練習など）

　・巡回相談、目と見え方の教育相談会
外部機関等との連携について

　大学等との連携「彫刻をさわる時間」

　　2021年から実施。県内外の大学や博物館から講師を

お招きし、屋外彫刻鑑賞と制作ワークショップを行っ

ている。美術作品は「目で見るもの」という固定観念

から解き放たれ、さわることによって素材感や細部の

表現まで鑑賞できた。

　社会資源等との連携「ふれあい水族館」

　　2022年から連携を開始。「うみたまご」が大分県立

盲学校と年間を通じて体験学習を実施し、視覚障がい

者向けのふれあい体験プログラムの開発に取り組んで

いる。

　大分市との連携「芸術家との共同制作」

　　大分市企画部文化振興課が運営する大分市アーティ

ストバンク「ＰＯＡＲＴ」に登録することで、活動や

発表の場を広げたい、活動を発信したいアーティスト

とつながることができる。

　《北村直登氏（画家）×大分県立盲学校》

　地元高校との交流・共同学習

　　芸術系高校との「ふれあい音楽会」、総合学科高校

との「総合的な探究の時間」、普通科高校演劇部・吹

奏楽部公演会への招待など。共生社会をともに創り、

ともに生きるという視点での相互理解の深まりと拡がり。

　企業・メディアとの連携「ワーキング・フェア」

　　　企業にもっと盲学校のことを知ってほしい

　　　　　　　　　　　　 ×

　　　人材を確保したい、障がい者雇用を促進したい

　高校生の就職を支援する企業＆広告代理店と連携して

ＰＲ活動を行う。

　進路支援主任：興味をもってほしい企業等提示

　支援企業：盲学校の生徒に興味を持ちそうな企業の提示

 ワーキングフェアに企業を招待し盲学校の生徒や視覚

障がいについて説明。

 授業や施術見学、視覚障がいによる見え方や配慮の説明。

→企業が盲学校見学している様子を広告代理店がＣＭ等

で紹介

＜盲学校＞自分たちの能力を参加企業以外にも広くア

ピール

＜参加企業＞障がい者雇用のアイディア創出＋障がい者

雇用に前向きな企業としての世間からの認知

 大分県立盲学校の卒業生は少なく、企業側のメリット

は小さいように見える。しかし、世の中の視覚障がい者

の雇用増加につながる可能性があれば、企業側の人材確

保にもつながり、ＷＩＮ－ＷＩＮの関係になれる。

　九州旅客鉄道株式会社　大分支社（予定）

　　スマートサポートステーション体験会。カメラを通

じた見守り、インターホンを通じての案内などサービ

スやバリアフリー設備を知る機会。

　①生徒が体験会を通じて公共交通機関の利用に向けた

学習に役立てる

　②家庭と学校が連携し公共交通機関の利用に向けた学

習に役立てる

　今までのセンター的役割は見え方、見えづらさについ

ての相談や啓発活動中心でしたが、これからのセンター

的役割は、見える人に対して、見えづらい・見えない人

について理解を深め、共生社会を進める役割を全職員で

取り組んでまいります。

　

　
●山本　舜治会員（２口）
　先日の福井ＲＣ訪問では皆さんのご協力で楽しく愉快

な旅を終えることが出来ました。特にＪＴＢの廣原さん

や佐藤幹事の細かい配慮に感謝いたします。福井ＲＣの

皆さんのおもてなしにもお礼を云わねばなりません。次

回大分に来訪される時には充分にお返しを考えておきま

しょう。おいしいカニ料理を思い出しながらニコボック

スをいたします。

　それとこの前の日曜日に行われましたバンブーボーイ

ズのライブにたくさんの会員皆さんにご来場いただきほ

んとうにありがとうございました。

　併せてニコボックスを２口させていただきます。
●橋本　均会員／馬場　ヒロ子会員（各１口）
　私達、橋本均と馬場ヒロ子は、この前の福井ロータ

リークラブへ訪問時、２人で団体を抜け出して芦原温泉

に行ってしまいました。

　この２人の身勝手な行動で、ご同行の皆様には大変ご

心配をかけた事をお詫びし、それぞれ一口づつニコボッ

クスさせていただきます。

　皆様方、ドキッ！！とされたと思いますが、実情は、

単に２人とも福井駅で新幹線を降り忘れて、慌てて次の

芦原温泉駅から、目的地の恐竜博物館までタクシーで直

行して、やっとグループに合流できたというだけの話で

ございます。いずれにしてもご迷惑をおかけして申し訳

ありませんでした。チャンチャン。
●佐藤　信彦会員（１口）
　11/20－21福井ＲＣ友好訪問では14名の訪問団で行く

ことができました。ご参加ありがとうございました。
●岩尾会員、中野会員、山本会員、佐藤会員、髙山会員、

　三又会員、大久保会員、十河会員、大重会員

　　　　（大分市内９ＲＣ合同ゴルフ参加者　計５口）

　11/23大分市内９ＲＣ合同ゴルフ大会にて３位の好成

績で終えました。

　途中雨に降られたり、寒かったりとした天気でしたが、

無事にケガなくおわりました。

　来年の優勝に向けて連名で。

●大重　誠也会員（２口）

　先ほど委員会報告致しました「市内９ＲＣ合同親睦ゴ

ルフ大会」において、上手な方が沢山おられる中で、沢

山のハンデを頂きラッキーにも「会長賞」並びに「10

位」を頂きました。ご一緒にラウンドさせて頂いた「十

河会員」のおかげかと思いますし、高スコアでラウンド

された方々には申し訳無く感じております。

　感謝の気持ちを込めて「２口」させて頂きます。
●福田　健二会員（２口）
　先週末、私が事務局長を務めます大分日米協会の事業

である「アメリカンフェスティバル」が大分駅前におい

て盛会裏に無事終了しました。なにかとご配慮いただい

た松本会員はもとより、多くの会員の方にも足を止めて

いただき感謝しています。ありがとうございました。

■令和７年１月25日　補助金管理セミナー

　13：00～16：10　ホルトホール大分　３階大会議室
■令和７年３月30日　ロータリー交流の広場

　場所　祝祭の広場

12月10日　クリスマス家族例会

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー21階 

　　　　　　エトワール

　　　　　　18：30点鐘～例会行事～クリスマス会

12月17日　安德会員卓話

12月24日　ゲスト卓話　内川　一寛　氏

　　　　　　（元高校野球監督）

12月31日　定款第７条第１節に基づく休会

2025年（令和７年）

１月９日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/７の繰下げ）

１月14日　定款第７条第１節に基づく休会

１月21日　ファンド奨学生卓話

１月28日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み

　　　　　　　発表

２月４日　職場例会

２月11日　定款第７条第１節に基づく休会

２月18日　上田会員卓話

２月25日　定款第７条第１節に基づく休会

３月４日　通常例会

３月11日　夜間例会　18：30点鐘

３月18日　定款第７条第１節に基づく休会

３月25日　通常例会

例　会　予　定

お　知　ら　せ

卓　　　　　話

会員誕生日お祝い

ロータリー文庫目録贈呈

新会員入会式

委員会報告

ニコボックス 小野副Ｓ.Ａ.Ａ.

幹　事　報　告 佐藤幹事

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊12月17日号

中　野　通　孝12月24日号

中　村　直　樹１月９日号

荻　原　　　哲12月10日号

週報編集担当者

大 分 東 12/12(木) ト キ ハ 会 館

大 分 南 12/13(金)

大分城西

12/18(水)

ト キ ハ 会 館

大分1985 ト キ ハ 会 館

大分キャピタル

別 府 東 12/５(木)

レンブラントホテル
★１８：００～１８：４０

ホテル日航大分オアシスタワー

ホテルサンバリーアネックス

別 府 北 12/11(水) ホテル別府パストラル

大 分 東 12/19(木)

12/23(月)

ト キ ハ 会 館

別　　府 12/20(金) 両 築 別 邸

氏　　　　　名

職　業　分　類

所 属 委 員 会

勤　　務　　先

役　　職　　名

所　　在　　地

勤 務 先 電 話

勤務先ＦＡＸ

創(開)業年月日

趣　　　　　味

推　薦　会　員

山　下　真　弘（1973年生まれ）

建築業

ロータリー財団委員会　委員

清水建設株式会社　九州支店

大分営業所長

大分市都町１－１－21

大分フコク生命ビル３階

097－534－6320

097－534－7565

1804年11月1日

スポーツをすること、見ること

尾野　文俊会員

やま した まさ ひろ

新 会 員 紹 介



　

　
１．補助金管理セミナー開催ご案内

　　2025年１月25日　13：00～16：10

　　ホルトホール大分　３階大会議室

　　地区補助金の受給資格のためには出席義務があります。
２．三村ガバナーより公式訪問のお礼状が届きました。

　

　
●日本航空株式会社　大分支店

　支　店　長　小田　和彦

　職 業 分 類　航空輸送

　所属委員会　米山記念奨学会・ファンド運営委員会　委員

　入　会　日　令和６年11月26日

　推 薦 会 員　福田　健二
＊入会のご挨拶をいただきました

　

　
・福井ＲＣ訪問　　　　　　　　　　　　　　佐藤幹事
　11/20－21 友好クラブの福井ＲＣを訪問いたしました。

　参加メンバー

　　山本会長 夫妻、栗山副幹事、髙山パスト会長 夫妻、

　　橋本均パスト会長、福田パスト会長 夫妻、

　　橋本仁パスト会長、馬場直前会長、今川会員、

　　森若会員、廣原会員、佐藤信彦

　会員11名　夫人３名　14人での久しぶりの大人数での

訪問でした。

　ソニック→のぞみ→サンダーバード→北陸新幹線乗り

継いだ６時間の旅です。

　ようやく福井駅に着き、改札前にて福井ＲＣのメン

バーから大歓迎は受けていましたが、２名いない……。

うっかりなのか、はたまた狙っていたのか、芦原温泉ま

で２人の珍道中の様子。無事に恐竜博物館で合流し、全

員で福井の恐竜の歴史を堪能しました。

　懇親会では、山本会長のあいさつに続き、橋本均パス

ト会長の両クラブの交流の歴史を交えた挨拶が終わり、

せいこ蟹から、一杯まるごとの越前ガニ、さしみ、しゃ

ぶしゃぶ、焼きかに、カニ飯と、人生で初めてこんなに

たくさんの量を食べ大満足でした。

　２日目の例会では、100名近くの福井ＲＣの皆さまに

大歓迎していただき、とても有意義で福井ＲＣとの友好

が深まった訪問でした。

　参加の皆様ありがとうございました。またとても快適

で楽しい旅を手配いただいたＪＴＢの廣原会員ありがと

うございました。

・大分市内９ＲＣ親睦ゴルフ大会結果報告　　山本会長
　11月23日、曇天で時々小雨も降るトライアルゴルフ＆

リゾート大分コースにて、大分市内９ロータリークラブ

より101名の出席で行われました。

　団体戦は、優勝は臨海ＲＣ、２位はキャピタルＲＣ、

大分ＲＣは３位で、賞金２万円を頂きました。１万円は

ニコボックスに寄贈しました。

　個人戦は、10位　大重誠也会員、23位（当日賞）十河

健二会員、45位（ゾロ目賞）大久保勝也会員、ニアピン

髙山龍五郎会員２本、大久保勝也会員１本、会長賞　大

重会員という戦績でした。

　皆さんお疲れさまでした。

　来年は団体優勝目指して頑張りましょう。

・ロータリー交流の広場について　　　　　　荻原会員
　当会からの候補は、パティシエ（ホテル日航大分／澤

田会員）を第一候補とし、

　①予算４万円で収められるかの検証

　②バッテイングしないことの最終確認

　③全体構成上の最終判断の段取りで進めたいと思いま

す。

＜その他＞

・予算については、当初計画どおり90万円内で実施。テ

ント費用関係の削減などにより４万円程度が各ブース

に割り当てられることになりました。

・ブースの設置については、祝祭の広場の屋根下スペー

スを利用し、テーブルや椅子は芳﨑副委員長の協力

（テーブル50・丸いす120）や既存の木製ベンチを活

用することで費用削減を図ることが提案されました。

・参加者（小学生）の募集については、チラシを5,000

部作成し、近隣の小学校やロータリークラブ、メディ

ア等へ配布することが示されました。

・当日のタイムスケジュールは10時40分から11時40分と

12時40分から13時40分の２回に分けて職業体験を行う

ことが決定しました。

・祝祭の広場の空きスペースについては、様々なクルマ

（消防車、警察車両、働く車）を展示する方向で次回

検討しようとなりました。

・当日用意する「だんご汁」等の調理に加え、飲食系の

職業を当会以外も出す可能性があるため、九電大分営

業所ＩＨクッキングスタジオを直接または間接的に利

用出来ないか打診があり、中村支店長にご調整頂いて

おります。

　

　

　谷奈生絵会員に山本会長から誕生日記念品が贈呈され、

ご本人からコメントをいただきました。

　

　

　今年度の図書寄贈先である大分県立盲学校の大本良子

校長へ山本会長から目録贈呈が行われました。

（大分ＲＣは毎年交互に大分県立盲学校と大分県立聾学

校に図書10万円分を寄贈しています。社会奉仕活動の

一環として、昭和37－38年荷揚町小学校への寄贈に始

まり、今回で63回目になります。）

　

　
「わかる・つたえる・つなげる」

　　　　　　大分県立盲学校　校長　　大本　良子　氏
沿革

　・明治41年６月４日（1908）

　　　『大分県私立盲唖学校』として開校

　　　〔志垣氏・佐藤氏・小野田氏・森氏〕

　・大正８年４月１日（1920）

　　　現在地に校舎・寄宿舎新築移転

　・大正10年４月１日（1922）

　　　大分県に移管され『大分県立盲唖学校』と改称

　・昭和23年４月（1948）

　　　義務教育実施により『大分県立盲学校』となる

　・平成29年度～

　　　森　氏（第２代校長）遺贈を活用した備品整備

　・令和６年（2024）　創立116年

　
　視覚障がい幼児　児童生徒のための県内唯一の学校

本校の使命

　視覚に障がいのある幼児児童生徒のために専門的な教

育を実践する

　視覚障がい教育のセンター的役割を果たす（地域の

幼・小・中・高等）

　視覚障がいに関する支援センター的役割を果たす（乳

幼児・保護者・卒業生・地域住民等）
本校の現状

　幼児児童生徒数　18名（幼稚部１名、小学部５名、高

等部６名、専攻科６名）

　教職員数　59名（臨時・非常勤含む）

　幼児児童生徒数は年々減少している。また、近年は重

複障がいの割合が高くなり、今年度（令和６年）では

44％にのぼっている。
センター的機能について（あいサポおおいた）
　・来校相談：

　　随時相談（視力検査、生活について、補助具の選定

など）

　　継続相談（スマホ、タブレット、ルーペ、単眼鏡等

視覚補助具の使い方の練習など）

　・巡回相談、目と見え方の教育相談会
外部機関等との連携について

　大学等との連携「彫刻をさわる時間」

　　2021年から実施。県内外の大学や博物館から講師を

お招きし、屋外彫刻鑑賞と制作ワークショップを行っ

ている。美術作品は「目で見るもの」という固定観念

から解き放たれ、さわることによって素材感や細部の

表現まで鑑賞できた。

　社会資源等との連携「ふれあい水族館」

　　2022年から連携を開始。「うみたまご」が大分県立

盲学校と年間を通じて体験学習を実施し、視覚障がい

者向けのふれあい体験プログラムの開発に取り組んで

いる。

　大分市との連携「芸術家との共同制作」

　　大分市企画部文化振興課が運営する大分市アーティ

ストバンク「ＰＯＡＲＴ」に登録することで、活動や

発表の場を広げたい、活動を発信したいアーティスト

とつながることができる。

　《北村直登氏（画家）×大分県立盲学校》

　地元高校との交流・共同学習

　　芸術系高校との「ふれあい音楽会」、総合学科高校

との「総合的な探究の時間」、普通科高校演劇部・吹

奏楽部公演会への招待など。共生社会をともに創り、

ともに生きるという視点での相互理解の深まりと拡がり。

　企業・メディアとの連携「ワーキング・フェア」

　　　企業にもっと盲学校のことを知ってほしい

　　　　　　　　　　　　 ×

　　　人材を確保したい、障がい者雇用を促進したい

　高校生の就職を支援する企業＆広告代理店と連携して

ＰＲ活動を行う。

　進路支援主任：興味をもってほしい企業等提示

　支援企業：盲学校の生徒に興味を持ちそうな企業の提示

 ワーキングフェアに企業を招待し盲学校の生徒や視覚

障がいについて説明。

 授業や施術見学、視覚障がいによる見え方や配慮の説明。

→企業が盲学校見学している様子を広告代理店がＣＭ等

で紹介

＜盲学校＞自分たちの能力を参加企業以外にも広くア

ピール

＜参加企業＞障がい者雇用のアイディア創出＋障がい者

雇用に前向きな企業としての世間からの認知

 大分県立盲学校の卒業生は少なく、企業側のメリット

は小さいように見える。しかし、世の中の視覚障がい者

の雇用増加につながる可能性があれば、企業側の人材確

保にもつながり、ＷＩＮ－ＷＩＮの関係になれる。

　九州旅客鉄道株式会社　大分支社（予定）

　　スマートサポートステーション体験会。カメラを通

じた見守り、インターホンを通じての案内などサービ

スやバリアフリー設備を知る機会。

　①生徒が体験会を通じて公共交通機関の利用に向けた

学習に役立てる

　②家庭と学校が連携し公共交通機関の利用に向けた学

習に役立てる

　今までのセンター的役割は見え方、見えづらさについ

ての相談や啓発活動中心でしたが、これからのセンター

的役割は、見える人に対して、見えづらい・見えない人

について理解を深め、共生社会を進める役割を全職員で

取り組んでまいります。

　

　
●山本　舜治会員（２口）
　先日の福井ＲＣ訪問では皆さんのご協力で楽しく愉快

な旅を終えることが出来ました。特にＪＴＢの廣原さん

や佐藤幹事の細かい配慮に感謝いたします。福井ＲＣの

皆さんのおもてなしにもお礼を云わねばなりません。次

回大分に来訪される時には充分にお返しを考えておきま

しょう。おいしいカニ料理を思い出しながらニコボック

スをいたします。

　それとこの前の日曜日に行われましたバンブーボーイ

ズのライブにたくさんの会員皆さんにご来場いただきほ

んとうにありがとうございました。

　併せてニコボックスを２口させていただきます。
●橋本　均会員／馬場　ヒロ子会員（各１口）
　私達、橋本均と馬場ヒロ子は、この前の福井ロータ

リークラブへ訪問時、２人で団体を抜け出して芦原温泉

に行ってしまいました。

　この２人の身勝手な行動で、ご同行の皆様には大変ご

心配をかけた事をお詫びし、それぞれ一口づつニコボッ

クスさせていただきます。

　皆様方、ドキッ！！とされたと思いますが、実情は、

単に２人とも福井駅で新幹線を降り忘れて、慌てて次の

芦原温泉駅から、目的地の恐竜博物館までタクシーで直

行して、やっとグループに合流できたというだけの話で

ございます。いずれにしてもご迷惑をおかけして申し訳

ありませんでした。チャンチャン。
●佐藤　信彦会員（１口）
　11/20－21福井ＲＣ友好訪問では14名の訪問団で行く

ことができました。ご参加ありがとうございました。
●岩尾会員、中野会員、山本会員、佐藤会員、髙山会員、

　三又会員、大久保会員、十河会員、大重会員

　　　　（大分市内９ＲＣ合同ゴルフ参加者　計５口）

　11/23大分市内９ＲＣ合同ゴルフ大会にて３位の好成

績で終えました。

　途中雨に降られたり、寒かったりとした天気でしたが、

無事にケガなくおわりました。

　来年の優勝に向けて連名で。

●大重　誠也会員（２口）

　先ほど委員会報告致しました「市内９ＲＣ合同親睦ゴ

ルフ大会」において、上手な方が沢山おられる中で、沢

山のハンデを頂きラッキーにも「会長賞」並びに「10

位」を頂きました。ご一緒にラウンドさせて頂いた「十

河会員」のおかげかと思いますし、高スコアでラウンド

された方々には申し訳無く感じております。

　感謝の気持ちを込めて「２口」させて頂きます。
●福田　健二会員（２口）
　先週末、私が事務局長を務めます大分日米協会の事業

である「アメリカンフェスティバル」が大分駅前におい

て盛会裏に無事終了しました。なにかとご配慮いただい

た松本会員はもとより、多くの会員の方にも足を止めて

いただき感謝しています。ありがとうございました。

■令和７年１月25日　補助金管理セミナー

　13：00～16：10　ホルトホール大分　３階大会議室
■令和７年３月30日　ロータリー交流の広場

　場所　祝祭の広場

12月10日　クリスマス家族例会

　　　　　　ホテル日航大分オアシスタワー21階 

　　　　　　エトワール

　　　　　　18：30点鐘～例会行事～クリスマス会

12月17日　安德会員卓話

12月24日　ゲスト卓話　内川　一寛　氏

　　　　　　（元高校野球監督）

12月31日　定款第７条第１節に基づく休会

2025年（令和７年）

１月９日　大分市内９ＲＣ新春合同例会

　　　　　　（１/７の繰下げ）

１月14日　定款第７条第１節に基づく休会

１月21日　ファンド奨学生卓話

１月28日　下期クラブ協議会（全員協議会）

　　　　　　※委員長より上期報告と下期取り組み

　　　　　　　発表

２月４日　職場例会

２月11日　定款第７条第１節に基づく休会

２月18日　上田会員卓話

２月25日　定款第７条第１節に基づく休会

３月４日　通常例会

３月11日　夜間例会　18：30点鐘

３月18日　定款第７条第１節に基づく休会

３月25日　通常例会

例　会　予　定

お　知　ら　せ

卓　　　　　話

会員誕生日お祝い

ロータリー文庫目録贈呈

新会員入会式

委員会報告

ニコボックス 小野副Ｓ.Ａ.Ａ.

幹　事　報　告 佐藤幹事

例　会　変　更

クラブ名 開催日 会　　　場

尾　野　文　俊12月17日号

中　野　通　孝12月24日号

中　村　直　樹１月９日号

荻　原　　　哲12月10日号

週報編集担当者

大 分 東 12/12(木) ト キ ハ 会 館

大 分 南 12/13(金)

大分城西

12/18(水)

ト キ ハ 会 館

大分1985 ト キ ハ 会 館

大分キャピタル

別 府 東 12/５(木)

レンブラントホテル
★１８：００～１８：４０

ホテル日航大分オアシスタワー

ホテルサンバリーアネックス

別 府 北 12/11(水) ホテル別府パストラル

大 分 東 12/19(木)

12/23(月)

ト キ ハ 会 館

別　　府 12/20(金) 両 築 別 邸

氏　　　　　名

職　業　分　類

所 属 委 員 会

勤　　務　　先

役　　職　　名

所　　在　　地

勤 務 先 電 話

勤務先ＦＡＸ

創(開)業年月日

趣　　　　　味

推　薦　会　員

山　下　真　弘（1973年生まれ）

建築業

ロータリー財団委員会　委員

清水建設株式会社　九州支店

大分営業所長

大分市都町１－１－21

大分フコク生命ビル３階

097－534－6320

097－534－7565

1804年11月1日

スポーツをすること、見ること

尾野　文俊会員

やま した まさ ひろ

新 会 員 紹 介


